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ゴームの足跡を求めて ヒストリオグラフイと文字資料の中のゴーム老王

小 津 実

はじめに

現在に至るまで継続するデンマーク王家の祖と

されるゴーム老王は､10世紀前半から半ばにかけ

て､ユラン半島中央部に位置するイェリングを拠

点として統治活動を行ったと考えられている (1)0

チュ-ラなる女性を妻とし在来宗教を奉じた彼は､

デンマークにキリスト教を導入したハ-ラル青歯

王の父であり､｢老齢を人間に与えられた運命の限

界までひきのばし｣たがために ｢老王｣と滞名さ

れる (2)｡そしてイェリングに妻を讃えるルーン

文字を刻んだ碑を建て､息子ハ-ラルからは ｢王｣

として別の碑で顕彰された人物として､現在にま

でその記憶を留めている (3)0

しかしながら彼の姿を伝える史料はきわめて限

定されているうえに解釈上の問題点をいくつも含

有しており､いまなお歴史家による接近は容易で

はない｡しかしながら近年のヴァイキング期を対

象とする諸分野の研究は､イェリング王朝成立期

という唆昧模糊とした時期のデンマーク社会の解

明に資する有益な情報を提供しつつある (4)｡本

稿はそのような成果を摂取し､10世紀におけるデ

ンマーク社会それ自体そしてデンマークと周辺諸

国との相互作用に注目することで､ゴームの生涯

にかかわるいくつかの問題点を検討することを目

的とする｡

第1章 ゴ-ムをめぐるヒストリオグラフイ

(1) ハ-ラルの陰で

歴史上イェリング王朝の開祖という重要な地位

を与えられてきたにもかかわらず､ゴームをめぐ

る研究はかならずLも深化してこなかったと言わ

なければならない｡もちろん､従来の歴史研究に

対して徹底的な史料批判をもって応えたラウリッ

ツ｡ヴェイブル以来､歴代のデンマーク史家たち

はその叙述から国祖ゴームを除外したことはな

い (5)｡ただしそこで措かれる人物像は大枠とし

てヴェイブルによる再構成に異を唱えるものでは

なく､彼が産み出した ｢力溢れる国王｣というイ

メージを再生産してきたと言える (6)｡しかしそ

れは彼らの怠慢でもなければヴェイブルへの遠慮

でもない｡ゴームへの接近を阻む四つの理由を挙

げてみたい｡

一つは､彼に言及する史料が質量ともにきわめ

て貧しく､加えてそれぞれが単純な解釈を拒む問

題点を抱えていることである｡当該時期のデン

マークを含めたスカンデイナヴイア世界には､正

確な年代決定の困難なルーン碑文とスカルド詩を

除いて文字資料が伝来していない (7)｡そのため

当該地域内のとりわけ編年作業が大きな意味を持

つ政治的状況を再構成するにあたっては､イング

ランドやドイツのような文筆文化の進展した外部

地域で主として聖職者によって記録された年代記

等の情報か (8)､北欧内で12世紀以降になって執

筆もしくは編纂されたサガ史料群や年代記に依拠

せざるをえない (9)｡そこには情報伝達過程にお

けるいくつもの障壁があり､事実へと迫る手続き

には細心の注意が要求される｡

二つ目は､ゴームの息子ハ-ラル育歯王によっ

て達成された事績のもつインパクトである｡周知

のようにハ-ラルは､｢全デンマーク､そしてノル
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ウェ-を手中にし､デーン人をキリスト教徒とな

した｣王として､デンマーク史における一つの画

期を生み出した人物と位置づけられている (10)0

イェリングの碑文で宣言されるこのデンマークの

統一､ノルウェーの支配､デンマークゐキリスト

教化という三つの政治的行為に加え､年輪年代学

の発展によって明らかとなったように､デンマー

ク全体で四箇所発見されているトレレポリイ型円

形要塞やイェリング近郊ラウニン･エンゲの木製

橋のような大規模そしておそらくは軍事目的の建

造物もハ-ラル治世期に帰される (ll)｡たしかに

デンマーク王権の充溢期であったと判断させる諸

事績であるが､それはデンマーク史研究者の多く

の関心をゴームを素通りさせてハ-ラルへと向か

わせる結果となった｡

三つ目は､ハ-ラルの歴史的役割を後世により

印象的に伝達する源泉となったアダム ･フォン･

ブレーメンによる､『ハンブルク大司教事績録』(以

下 『事績録』)での各人物の位置づげである (12)0

アダムそして彼の属していたハンブルク-ブレー

メン大司教座にとって､ハ-ラル青歯王はキリス

ト教へと改宗しデンマークへのキリスト教導入の

礎となった記念すべきキリスト教君主である (13)｡

スカンデイナヴイア世界へのキリスト教敷設を存

在理由としていた当該大司教座にとって､ハ-ラ

ルはその政策を完遂させるためにあたって不可欠

の存在であった｡そのため､ハ-ラルとは対照的

にキリスト教を拒んだゴームは 『事績録』におい

て息子の事績を引き立たせるための位置を与えら

れているに過ぎず､おそらくは情報提供者である

スヴェン｡エストリズセンからある程度聞きえて

いたと考えられるゴーム治世期の情報も､アダム

の価値判断というフィルターを通すことによって

そこに書き記されることはなかったと考えられ

る (14)0

さて､最後に挙げられるのは､息子ハ-ラル自

身による ｢歴史の攻究｣である｡ゴームは長年彼

の眠っていたイェリングを拠点として統治活動を

おこなっていたと考えられる｡しかしながら次章

第5節で検討するように､現在あるイェリング遺

構は決してゴーム期の姿をそのまま留めているわ

けではない (15)｡南北二つの墳丘､大小二つの碑文､

そして墳丘の間に建つ教会という印象的な遺構配

置はハ-ラルによるものであり､そこには導入さ

れて間もないキリスト教の影響が色濃く反映して

いる｡これは非キリスト教的デンマークの中核で

あったイェリングを ｢キリスト教化｣することで

自らの存在意義を周知させようとしたハ-ラルの

演出であり､考古学者E･ロエスダールはその過

程をハ-ラルによる ｢第四の事績｣ と呼んだ (16)｡

しかしながらその一方で､ハ-ラルによる演出の

中へと組み込まれた､より具体的に言うならば二

つの墳丘の狭間に建立された教会の中へ移葬され

たゴームは､自らの治世痕跡を封殺されてしまっ

た｡ゴームの名はイェリング遺構とともに想起さ

れるものの､それはハ-ラルに支配された姿なの

である｡

以上指摘した四つの理由が相乗することによっ

て､ゴームはその歴史上持つべき地位に反し､な

かば忘却された存在としてヒストリオグラフイの

狭間を防径っていた｡ しかしながら､ハ-ラル青

歯王､スヴェン叉髭王､クメーズ (クヌート)大

王と続くデンマークにとっての一大変革期を解明

するためにも､出発点としてのゴームの治世を疎

かにすることはできない｡息子ハ-ラルによって

｢埋葬され｣たゴームを､歴史の棺から引き出さね

ばならない｡

(2) ソーヤー夫妻の研究

以上デンマーク史学のなかではいささか沈滞気

味であったゴーム治世期デンマークの研究に再考

を促すきっかけとなったのがソーヤー夫妻による

一連の研究である (17)｡ 『事績録』をはじめとする

歴史叙述の見直し､イェリング遺構の発掘の進展､

そして碑文研究の精微化をその背景とす畠両者の

研究の中でも､2003年に世に問われた 『イェリン

グ王朝再訪 :ゴーム無き歴史か』と題された論考

は旧論の集大成とも言える (18)｡提示されるのは

いささか挑発的で極端と言ってもよい解釈ではあ

るものの､いくつもの点で示唆に富む論考である｡

夫妻による研究の考察対象は王であったゴーム

ではなく彼の妃チュ-ラにある (19)｡近年の歴史

学研究では国王だけではなく､彼による統治活動

の枠組みの中でその妃の果たした役割にも目を向

けつつある (20)｡これは女性史もしくはフェミニ

ズム歴史学の隆盛に樟さしてのことであるが､
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ソーヤー論文でもチュ-ラに焦点を当てることに

より､ゴームの治世と役割においても従来描き出

されてきた世界とは全 く異なる世界が妬けてく

る (21)｡本稿と関わる範囲で､注目すべき論点を

二点引き出してみたい｡

第一点はチュ-ラの出自に関わる｡問題の原点

はイェリングの小碑文に記された ｢デンマークの

誉れであるチュ-ラ｣という表現にある (22)｡多

くの研究者はここにある ｢デンマーク｣ という表

現をユラン半島､フユン島､シェラン島そしてス

コ-ネを含む中世デンマーク王国と同一視してい

たが､近年の研究に拠ればこれを｢デーン人｣の｢マ

ルク｣､つまり｢デーン人の辺境｣を指す表現とし

て理解すべきであるとする (23)｡この解釈を受け

入れるとするならば､ゴームとチュ-ラが結婚し

た十世紀前半のデンマークは中世まで不変である

統一的な領域であると無条件に前提とすることは

できず､少なくとも政治的単位としてデーン人の

住むユラン半島とフユン島からなる西部と､シェ

ラン島以東からなる東部に分離していたとしなけ

ればならない (24)｡このような現状を想定した上

で再び碑文の表現に戻るならば､チュ-ラはデン

マーク東部の､おそらくは大家族の首長の娘で

あったために､ゴーム家門側から ｢デーン人の辺

境の誉れ｣ との表現を冠されることになったと解

釈されうる｡ こうした有力者間の婚姻の常として､

ゴームとチュ-ラの結婚とは両家門間の政治的紐

帯の確認と考えるのが自然であり､それは東西有

力者のおそらくは緩やかな連合へと結束したはず

である (25)0 B･ソーヤーは更に踏み込んで､デ

ンマーク東部の継承権こそがチュ-ラの嫁資であ

り､息子であるハ-ラル青歯王がそれを継受する

ことによって東西デンマークの統一が成立したと

推論する (26)0

第二点は､チュ-ラという人物の同定作業であ

る｡チュ-ラという名を記す碑文はイェリングの

みに留まるわけではなく､デンマーク全体で七つ

ある｡その中の二つはイェリングの両碑文である

が､残 り五つのうち三つはラヴンの子孫である

チュエというやはりユラン半島中部の有力豪族に

かかわる碑文である (27)｡この三つ もやは り

チュ-ラという名の妻を記念する碑文である｡従

来チュ-ラという女性名は当該時代において稀少

ではないという点から､ゴームの妻であるチュ-

ラとチュエの妻チュ-ラは別人と考えられてきた｡

しかしB･ソーヤーは､そもそも女性を碑文で顕

彰することが稀であることやチュ-ラを埋葬した

墳墓がイェリングに存在しないことを根拠として､

チュエの妻となったチュ-ラがゴームの妃チュ-

ラではないとする証拠はないとする (28)｡つまり

両者が同一人物であり､チュ-ラがゴームとチュ

エという二人の人物と結婚した可能性が高いとい

うことになる｡彼女の議論は更に進み､碑文を建

てるという行為が単なる死者の記念に留まること

はなく､残された親族らによる権利主張 (とりわ

け土地財産)に利用されているという成果を踏ま

え (29)､ゴーム家門とラヴン家門は実はデンマー

ク内の政治的主導権､とりわけ ｢デーン人の辺境｣

をめぐって競合関係にあり､両家門が建立した碑

文はそれぞれの立場を主張するためにそれぞれの

権力中核地に設置 し他者に誇示 したものとす

る (30)｡

多くの点で推論に頼らざるを得ないソーヤー夫

妻による解釈を全て受け入れることに対してはや

や梼蹄を覚える｡とりわけ第二点のチュ-ラの同

定作業に関しては､B･ソーヤーの雄弁さにもか

かわらず危ういと言わねばならない｡しかしなが

ら碑文史料を積極的に利用することによって

チュ-ラに焦点をあてた夫妻の研究により､私た

ちはゴーム治世をめぐる研究に新しい光を呼び込

むことができたのも確かである｡とりわけ､ゴー

ム期のデンマークが必ずしも統一された状態には

なかった点､その時代にあってイェリングに拠点

を置くゴームのみが独占的な権力を保持していた

わけではない点は､従来のヒストノオグラフイに

対して大きな反省を迫る指摘であり､本稿におい

ても幾度も立ち返るべき成果である｡感1

第2章 五つの焦点

本章ではゴームの治世をめぐる論点を五つ抽出

し､それにまつわる研究史と史料を再検討するこ

とを目的とする｡

(1)｢へゼビュー国家｣との関係

ゴーム自身の治世について考察する前に､それ
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以前のデンマーク国家体制､とりわけ｢へゼビュー

国家｣との関係を整理しておかなければならない｡

｢へゼビュー国家｣とは､ユラン半島南端部バル

ト海側に位置する商業中心地-ゼビュー (ドイツ

名ハイタブ)を拠点として一定期間継続した有力

家門オーラヴ家による支配体制を指す (31)｡アダ

ムの情報源であるスヴェン･エストリズセンの言

葉に従えば､オーラヴは｢Sueonia｣から来訪し､そ

れ以前デーン人を支配していたヘルギにとって代

わることで王となった (32)｡その後､彼の息子の

グヌーパ､その息子のシグトリュグがオーラヴの

地位を継承したことは､アダムの記述に加えてへ

ゼビューに残る二基のルーン碑文から確認するこ

とができる (33)｡

この ｢へゼビュー国家｣をめぐっては､以前よ

り二つの大きな問題が提起されている｡一つは

オーラヴの出自である｡前述したように､アダム

はオーラヴが ｢Sueoniaから来訪し｣たと伝えて

おり､かつてはこの文言を根拠として｢へゼビュー

国家｣をスウェーデン人によるデンマーク支配の

時期と解釈していた (34)｡しかしながら､この定

説に歴史学的視点から徹底的な批判を加えたのが

N･ルンである (35)｡彼は複数の状況証拠からア

ダムの証言を信用することは困難であるとし､

オーラヴ自身もスウェーデンを出自とするのでは

なく､追放されたデンマーク王族の一人が帰郷す

ることで王位を得たという可能性を指摘した｡た

だし､その後この解釈に対する反論も公にされて

おり､必ずしも解決したわけではない (36)｡

もう一つは ｢へゼビュー国家｣による支配領域

の範囲である｡支配家門の関係者を記念する碑文

が建てられていることから､へゼビューが少なく

とも統治拠点の一つであったことは推測できるが､

その力の及んだ範囲がユラン半島南部のみに留ま

るのかそれともユラン半島全体を含むより広い地

域まで及んでいたのか､判断は分かれる｡本節は

この複雑な二つの問題に対する満足のいく解答を

用意するわけではないが､第二点についてはやや

踏み込んだ解釈を与える｡

当該 ｢国家｣に関連する歴史事象としておそら

く確実と考えられるのは､ドイツ王ハインリヒ一

世に対するグヌーパの敗北である｡複数の歴史叙

述家が伝えるこの事件は934年のことであり､比較

的近い時代にその事実を書き記したヴイドキント

に拠れば､グヌーパは勝者ハインリヒに対する貢

約の義務と洗礼を受け入れている (37)｡なお､グ

ヌーパ自身に関する情報はこれ以上入手すること

ができないが､碑文の文言から彼の息子であるシ

グトリュグが ｢王｣の称号を帯びることになった

ことは確認できる (38)｡つまり｢-ゼビュー国家｣

はグヌーパ以降も継続しており､グヌーパ在位時

に結ばれたドイツとの関係もまた継続していた可

能性も考慮に入れておかなければならない｡

しかしながら私たちはここでアダムの伝えるあ

る情報に目を向ける必要がある｡それは『事績録』

第 1書59節にある､ハンブルク-ブレーメン大司

教ウンニによるデンマーク布教とゴームへの接見

という記録である (39)｡918年に大司教となったウ

ンこは､ゴームの反キリスト教的な態度に阻まれ

て結局デンマークへの布教には失敗し (40)､その

後スウェーデンにあるメ-ラレン湖上のビルカで

その生を終えているが､没年は936年と考えられ

る (41)｡したがって､ウンこがゴームのもとを訪

れたのは918年から936年の間ということになるが､

934年の時点では ｢へゼビュー国家｣のグヌーパが

存命であったことはすでに指摘した｡そうだとす

るならば､934年から936年の間にグヌーパから王

位を継承したシグトリュグがまもなくデンマーク

王としての地位を失い､それを承けてゴームが台

頭したとする編年を採用する必要があり､ウンニ

によるゴームの訪問は934年から936年の間となる｡

10世紀前半のデンマークの政治状況は､その前

後の時代に比べきわめて暖味な史料証言しか得ら

れない｡ほぼ唯一の手がかりであるアダム自身も､

情報提供者であるスヴェン･エストリズ竜ンから

ある程度の具体的なデンマーク王の系譜に関わる

情報を引き出した上で､この時期をさんて ｢一連

の多くの王たち､つまりデーン人に対する専制君

主たちが､幾人かが同時に統治をしていたのか､

それともある者から次の者へと短期間で交代して

いたのか､はっきりとしない｣と述べている (42)｡

この文言は文字通りに受け取るならば当時の政治

状況を再現することがいかに困難であるか､自ら

の父祖を語るスヴェンに伝承する記憶がいかに唆

昧であるかの証左である｡それゆえ､アダムがハ

ンブルク-ブレーメン大司教座の利害に左右され
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るという 『事績録』の季むイデオロギー性､そし

て 『事績録』に記録される各事実間にときおりみ

られる矛盾とも相倹って､当該時期のアダムの記

述に全面的に信頼を置くことに距離を取るべきだ

とする歴史家の指摘もあることを述べておかなけ

ればならない (43)｡

しかしながら､こうした見解を承知の上で私た

ちがここで注目したいのは､アダム自身が複数の

｢王｣が同時に支配していた可能性を排除していな

いという事実である｡そのような可能性をドイツ

人であるアダムが観念していたということは､か

ってスカンデイナヴイア世界では複数の ｢王｣が

同時に支配する時期もあったという情報を入手し

ていたからだと判断しうる｡事実9世紀末のデー

ン人世界は必ずしも統一されていたわけではない

ことは前述したとおりである｡もちろんそうであ

るからと言ってゴームとグヌーパがそれぞれデン

マーク内の別の地域を統べる ｢王｣ として並立し

ていたという決定的証拠となるわけではないが､

後述するように当該時期のデンマークは両家門だ

けではなくもっと多くの有力豪族が各地に割拠し

ていた｡地域有力者として他の豪族と角逐や同盟

を繰 り返していたと考えられる彼らは､たとえ

｢王｣という称号を身に纏うことがなかったとして

も特定地域の中では実質的支配者でありえた｡

ヴイドキントが認識していた ｢デーン人の王｣は

グヌーパであったかもしれないが､ユラン半島の

奥にはゴーム家門を含めてオーラヴ家門に匹敵す

ると思われる複数の豪族が蘇めいていた｡そのよ

うな状況にあって､オーラヴ家門が全ての豪族に

対する上級支配者として実質的に｢デーン人の王｣

として振る舞っていたかどうかという点に関して

は留保せねばならない｡

以上の考察から判断できることは､930年代

オーラヴ家門とゴーム家門はそれぞれ地域の有力

者として並存していた可能性が高いということで

ある (44)｡それではなぜオーラヴ家門はデンマー

ク史上から消滅することになったのか｡それを直

接証言しうる史料は存在しないが､ここで一つ注

目したいのは両家門にとってのザクセンとの距離

である｡勃興しつつあったオットー朝と間断なく

対時していたオーラヴ家門に対し､ユラン半島の

中央部に位置していたゴーム家門は少なくともド

イツ諸勢力に対しては相対的に低い接触ですんだ

はずである｡両家門の命運を分かつにあたって､

ハインリヒ一世のグヌーパに対する勝利は決定的

であったのではないだろうか｡

(2) ゴームの出自

さて､前述したように936年にはすでに交渉対象

者として外部から認識される地位を得ていたゴー

ムであるが､彼の出自についても解釈上の困難が

伴う｡『事績録』第 1書52章には､｢彼 (シグトリュ

グ)が僅かの間 (デンマークを)支配したのち､

ノルマン人の国からやってきたスヴェンの息子ハ

ルデゴンが彼から王国を奪った｣とあるが (45)､

従来の研究ではここで言及されているハルデゴン

なる人物がゴームの誤記であると言われてき

た (46)｡仮にそうだとするならば､ゴーム-ハル

デゴンは｢ノルマン人の国｣からやってきたスヴェ

ンの息子であり､以前よりデンマークに権力の基

盤を培ってきた豪族家門ではないということにな

る｡そしてまた､｢へゼビュー国家｣のオーラヴ家

門の出自と同様の問題がここで生じることになる｡

つまり ｢ノルマン人の国からやってきた｣ とい

う表現は､必ずしもここで言うハルデゴンが ｢ノ

ルマン人の国｣を出自とするということを意味し

ない｡選択肢はやはり二つある｡一つはデンマー

クとは全く関係のない異邦人であるという可能性

であり､もう一つは本来デンマーク出自の有力者

が何らかの理由で一時的な放浪を経験することに

なり､好機を得てデンマークに帰還した可能性で

ある｡ここでいう ｢ノルマン人の国｣という表現

がノルウェーであるのかノルマンディであるのか

今確定することはできないが､10世紀前半ゐこの

時代はいずれの地域にとっても政治および社会上

の変動期であったことは想起されてもよい｡つま

り､ノルウェーはハ-ラル美髪王によるノル

ウェー全土への権力伸張期であり (47)､ノルマン

ディはその後公領 となる領邦の建設期であっ

た (48)0

くわえて､イェリング遺構そのものにも注意を

向ける必要がある｡S･ヴァスの調査によって明

らかとなったように､イェリングは確かにローマ

期より続く有力者の定住地であった (49)｡しかし

ながらイェリングは､デンマーク各地に散在する
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有力者拠点と比較して､特に突出した規模を誇っ

ているわけではない (50)｡そしてまた､ゴーム家

門以前のデンマークを支配する立場にあった人物

がユラン半島中央部に位置するこの地を拠点にし

たという確証を得ることはできない (51)'｡前節で

述べたようにオーラヴ朝は-ゼビューを拠点とし

ていたし､九世紀以来当地がデンマーク最大の交

易拠点であったことは間違いない (52)｡地域を統

べる王権にとっての重要性という点で言えば､少

なくとも当該時期においてはへゼビューのほうが

上位にあると判断せざるを得ない｡

アダムによる証言箇所にどの程度の信頼を置く

にせよ､イェリング王朝の出現は突然であり､そ

の過程は多くの謎に包まれている｡しかしながら

カロリング期以来､ヴァイキング活動を含め有力

者を含めたスカンデイナヴイア人の環北海圏の往

来は盛んであったという背景を想定するならば､

｢ノルマン人の国｣というのがいずれの地域であれ､

ゴームが異郷より来訪したという伝承を拒絶する

ことはできない (53)｡

(3) チュ-ラとの結婚

イェリング碑文に記されるように､ゴームの妻

はチュ-ラである｡王というゴームの社会的地位

を考えた場合妻は必ずしも一人であるとは限らな

いが､史料からは彼女以外の婚姻相手を確認する

ことはできない｡本節ではチュ-ラの出自と結婚

の時期について考察する｡

チュ-ラの出自について明言する史料は存在し

ない (54)｡しかしながら前述したソーヤー夫妻の

研究で論じられるように､彼女が ｢デーン人の辺

境｣つまりフユン島とシェラン島の境をはしる海

峡以東に拠点を持つ有力者の娘であった可能性は

高い｡その論証過程をここで繰り返すことはしな

いが､ゴームがそのような地位にあった彼女との

結婚を希求する理由は十分にある｡

一つは政治上の盟友の確保である｡本章第1節

で論じたように､ゴームは必ずしもユラン半島に

おいてすら独占的権力を保持しうる立場にはな

かった｡10世紀初頭の段階で史料上に自己の存在

を訴えかけているのはオーラヴ家門であり､ルー

ン碑文による証言や発掘調査からはデンマーク全

土に有力豪族が割拠 していたことを確認でき

る (55)｡そのような状態にあったデンマークにお

いて自らの権力基盤を安定させるために必要な手

段は､利害の一致する別の有力者との連携であり､

それは結婚という手段によって固められる (56)｡

ゴームがデンマーク外部世界からやってきた人物

であれば､こうした結婚は権力基盤の形成を急ぐ

必要のある彼にとって不可欠と言ってもよい政治

的行為となったはずである｡

二つ目は対外勢力に対する権力の誇示である｡

先に述べたようにグヌーパはハインリヒ1世に敗

北し責納の義務を負っていた (57)｡ユラン半島の

奥に座す別家門のゴーム自身がこの義務を継続し

ていた可能性は低いと考えられるが､ウンこが宮

廷を訪れていることからドイツへデンマークの動

勢が伝えられていたと推測することは可能であろ

う｡この時期にウンニ以外の人物がデンマーク内

で活動をしていたとする事実は史料から確認する

ことはできないが､交易品や貨幣の分布状況から

商人レヴェルでの情報ネットワークは確実に存在

したことが伺える (58)｡ゴームがチュ-ラと結婚

することによりデンマーク内での地歩を固めたと

いう情報は､北方世界への進出を計画していた

オットー朝ドイツに対して一種の牽制となったと

考えることができる｡

さて､もう一つは経済上の利得である｡チュ-

ラを輩出する家門がデンマーク東部において域内

平和を維持しうる存在であったとするならば､そ

の家門との連合は北海からバルト海へと抜ける小

ベルト､大ベルト､エーアソンの三海峡の各航路

を通航する際の安全性を高める結果へ と繋が

る (59)｡それはスカンデイナヴイア域内聞及び北

海世界とバルト海世界間の交易の活性化を促す要

因ともなる (60)｡加えて私たちは 『事績録』第4

書 1節の次の記述にも注意を払わな極ればならな

い ｡

ゲルマニアの全土は深い森で覆われているが､

ユトランドのみが他の地域よりも荒涼としており､

地上にあっては実 りの貧しさのために､海上に

あっては海賊の蚊雇のために人が寄りつかない｡

ほとんどどこであっても耕地は兄いだされず､人

の居住にとって良い条件をそなえているわけでも

ない (61)o
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以上はユラン半島の状況を述べた部分であるが､

これとは対照的にフユン島の ｢周囲を取り巻く小

さな島々はいずれも収穫に恵ま｣れ (62)､シェラン

島は｢穀物の実りが豊かなことで広く知ら｣れ (63)､

スコ-ネもやはり ｢穀物が豊か｣ であったと伝え

られている (64)｡アダムの情報は11世紀半ばとい

う後世のものであり､彼自身の筆致はやや誇張気

味である点は考慮されなければならないが､ここ

で記録された西部デンマークと東部デンマークつ

まり10世紀前半における ｢デーン人の辺境｣のも

つ農業構造の差異はある程度それ以前の時代にも

反映されていると見てよい (65)0

それではゴームにとって以上のような効果を生

み出すと予想されるチュ-ラとの結婚はいつ執り

行われたのであろうか｡史料中には明言されてい

ないので､息子ハ-ラルの年齢から逆算するのが

唯一の推測手法であろう｡実はハ-ラルの確実な

年齢を決定する要素も兄いだせないでいるのであ

るが､彼自身960年以降の数年間にキリスト教への

改宗を経験し (66)､後述するように958年のゴーム

の死を承けてイェリングに墳墓を建立したのがそ

の少し前であると考えられている (67)｡つまり960

年にはすでに父のために墳墓を築くだけの権力を

手にしていたと考えるべきで､少なくともその時

点で10代後半から20歳前後であったと推測できる｡

そうであるとするならばハ-ラルの生年は930年

代後半から940年代と計算可能であり､ゴームと

チュ-ラの結婚はそれ以前となる｡それはグヌー

パがハインリヒ1世に敗北し､ウンこが宮廷に立

ち寄った前後の時期である｡

(4)ゴームの支配領域

前節で検討したように､ゴームはチュ-ラとの

結婚によって次代のハ-ラル育歯王の治世を準備

する強固な権力基盤を用意したと考えられる｡そ

れではゴームがその支配権を行使しうる領域はど

の範囲にまで及んでいたのであろうか｡

チュ-ラとの結婚以前のゴームの支配領域につ

いて直接語る資料を私たちはもちあわせていない｡

ただし､ユラン半島南部にオーラヴ家門が盤据し

ていたこと､そしてゴーム自身が必ずしも以前か

らデンマーク内に基盤を培っていないという可能

性を考えると､治世当初おそらくその範囲はイェ

リング周辺のみに限定されていたと考えられる｡

しかしながらオーラヴ家門の没落とチュ-ラとの

結婚はこの範囲を確実に拡大したと考えられる｡

その結果としてゴームは､必ずしもユラン半島南

部及びデンマーク東部を直接支配下に治めたわけ

ではなかったかもしれないが､一定程度の影響力

を行使することは可能になったと考えられる｡

ここで私たちはある史料に注目したい｡それは

948年に教皇アガピトウス2世を司宰者 として

オットー 1世治世下のインゲルハイムで開催さ

れた教会会議の決議文である (68)｡その前文には

当該教会会議に出席した司教の名が列挙されてい

るが､その中にリーベ司教､スレスヴイ (へゼ

ビュー)司教､オーフス司教の名を確認すること

ができる｡ただし､ゴームはキリスト教を拒絶し

ていたので､彼の治世下において実際に司教座が

建設されそれが機能していたかどうかは疑わしく､

おそらく決議録前文中に記される三者は現地で祭

式を執 り行うことのない名義のみの司教であった

可能性は高い (69)0

ここで注意を喚起したいのは､このユラン半島

に散在している三都市それぞれからアクセスの良

い位置にイェリングがあるという地政学的な事実

である｡オットー朝下ドイツで司教座として認識

されていたこの三都市は､いずれも司教座である

前にヴァイキング時代当初から交易拠点としての

役割を果たしていた (70)｡そしてもう一点､フユ

ン島以東の島峡部にはまだ司教座が設置されてい

ないという事実も見落とすべきではない｡965年に

発給されたオットー 1世による国王証書にはや

はり三つの司教座名しか記されておらず (71)､デ

ンマーク第四の司教区となるオーデンセがはじめ

て確認されるのは988年のことである 嚇)｡つまり

ゴーム治世期に外部世界から司教座予定地として

認識されるほど顕著な地位を占めていたデンマー

ク内の都市はリーベ､オーフス､スレスヴイの三

つであり､おそらくはこの三都市を結んだ領域周

辺がゴームの影響力が相対的に強い領域であった

可能性は考慮してもよい｡そしてチュ-ラとの結

婚によって結びつきが強固となったはずである島

峡部は､いまなおユラン半島に比べれば影響力の

及ばない地域であったと考えられる｡ロスキレと
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ルンドという後の王国中心地をひかえた島峡部か

らスカンデイナヴイア半島南端部にゴーム家門の

力が確実に及ぶのは､ハ-ラル青歯王治世期から

スヴェン叉髭王治世期へと移行する10世紀の最末

期においてである (73)｡

(5) ゴームの死とハ-ラルの登位

最後にゴームの死について考えておかなければ

ならない｡

イェリング教会から発掘された遺骨はゴームの

可能性が高いと考えられているが､その没年は彼

を最初に葬った北境内の墓室の支え木の伐採年代

から判断して､.958年から959年の冬であるとされ

ている (74)｡遺骨の調査から推定される人物の身

長は173センチメートル､年齢幅は30代から50代の

間であり､死因は必ずしも特定されない (75)｡

ここで私たちはイェリング遺構に立ち戻らねば

ならない｡現在残る遺構は､南北二つの墳丘､二

つのルーン碑文､墳丘に挟まれて建つ石造教会に

よって構成されている｡しかしながら第 1章で述

べたように､いま私たちが按することのできるこ

の遺構構成はゴーム期の姿を伝えるものではなく､

息子ハ-ラルによる創生であり､それまでのデン

マークの歩みを隠蔽する ｢歴史の改怠｣でもある｡

そのため､ゴーム治世期の手がかりをそこから引

き出すためには､ゴーム死亡時のイェリングを再

構成しなければならない｡

それではゴームが死去した958年段階の遺構は

どのような構成をとっていたのであろうか｡彼が

ウンこによる布教活動を拒絶したことから判断で

きるように､イェリングの周辺がキリスト教社会

であるとすることは困難であり､したがって中央

に位置する教会はまだ建設されていない (76)｡同

様に､キリスト教への改宗を宣言する大碑文も建

立されてはいない｡そして南墳もまだ盛り土され

ていたわけではない｡ゴームの死亡時にイェリン

グを構成していたのは青銅器時代に築かれたと考

えられる北填､南境の下に埋もれてしまった船体

型に配置された石柱列､そして小碑文のみであっ

た (77)｡南方のキリスト教世界からの圧迫と接触

を経験してはいたものの､ゴームの時代のデン

マークはなお非キリスト教世界であり､父の死直

後のハ-ラル青歯王もまた在来宗教を奉じていた｡

ゴーム死後から息子ハ-ラルでのキリスト教改

宗まで僅か数年である｡そして彼の改宗直後に､

イェリングは異教の都からキリスト教君主の記念

碑へと突如 ｢改窺｣されたのである｡しかし､な

ぜチュ-ラの遺体が見つからないのか､なぜ誰も

埋葬されていない南墳をわざわざゴームの死後に

つくったのか､なぜ二つの墳丘の間に教会と二つ

の碑文を設置したのかなど､イェリングをめぐる

未解決の問題は多い (78)0

結論にかえて :いくつかの方向性

以上ソーヤー夫妻の研究を出発点として､ゴー

ム治世をめぐる問題点を残された叙述史料を主た

る手がかりとして都合五点検討してきた｡いずれ

の点も旧説に対しいくつかの所見を付け加えるこ

とができたが､ほとんどが直接証言ではなく状況

証拠に依拠せねばならず､ゴームの足跡はなお追

跡困難であることは認めなければならない｡本章

では､ゴームの治世を検討するにあたっていくつ

か残されている課題を列挙し､今後どのようなア

プローチが有効であるのかを考えてみたい｡

(1) オットー朝との対峠

最初に挙げるべきはオットー朝との関係である｡

選挙の結果911年にドイツ王として即位したハイ

ンリヒ1世以来､ドイツ王権の垂心はザクセンを

中心とするドイツ北部に移動した (79)｡それは隣

接する非キリスト教諸地域との接触が増え､その

結果としてデンマークを含めた周縁諸集団は政治､

経済､文化いずれの側面においても従来とは異な

.る対応を迫られることになる｡ デンマークに関し

ては､前述したグヌーパのハインリヒ1世に対す

る敗北が一つの転機となるO 感

前述したようにゴーム家門はオーラヴ家門とは

無関係であり､おそらくゴームはグヌーパが課さ

れた貢納義務を継続していない｡そして史料から

は当面ゴームとドイツとの境域問題に関する情報

を得ることはできない｡しかしながらオットー朝

の勃興は従来バルト海沿岸部で機能していた権力

構造にも影響を与えたと考えられる｡ゴームの息

子ハ-ラル青歯王によるオボドリート族長の娘と

の婚姻もこうした文脈の中で考えるべき出来事で
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あり(80)､10世紀後半には他のスカンデイナヴイ

ア諸王権を加えてより複雑な域内政治が展開され

ることになる (81)｡その枠組みの源はゴーム治世

期と重なるはずであり､スラヴ諸勢力も含めたバ

ルト海沿岸部の政治史は地域史レヴェルめ再考を

必要としている (82)｡

(2) キリスト教との接触

オットー朝との対時に加えて､キリスト教との

接触も重要な意味を持っている｡しかしながらこ

の接触は単なる精神生活上の変革という問題にの

み還元されるわけではなく､政治史上そして政治

文化面におけるデンマークの転換にも少なからぬ

寄与をしたはずである｡前述したように､スカン

デイナヴイア世界のキリスト教化はハンブルク-

ブレーメン大司教座の活動と分かち難く結びつい

ている｡加えてその背後にドイツ王権そして教皇

庁を加えた重層的な利害のネットワークを想定す

る必要がある (83)｡

ウンニによるゴームとの接触､インゲルハイム

教会会議における三司教の任命､ハ-ラル青歯王

によるイェリング遺構の突然の ｢キリスト教化｣

と連続する過程は､キリスト教王としてのハ-ラ

ル登位以前のゴーム治世期にデンマークが大きな

変動を経験していたことを示唆している｡加えて､

キリスト教先進地であるイングランドと持続的な

文化接触を保っていたノルウェー (84)､低地地方

に開かれたリーベを中心に据えるユラン半島西岸

部 (85)､ノルマンディを含む西ヨーロッパ世界で

キリスト教に改宗し故地へ帰還するスカンデイナ

ヴイア人という経路も含めた再検討の必要を指摘

しておきたい｡

(3) 豪族の割拠

さて､この時期の政治史を考えるにあたってと

りわけ強調しておく必要があるのは､在地有力者

である豪族の存在である｡10世紀前半のデンマー

クには､一時的ながらオーラヴ家門とゴーム家門

という複数の王家が並存していた可能性も残され

ていることはすでに確認したが､たとえ ｢王｣の

称号はなくとも王権と匹敵する権力を手中にして

いた在地豪族が割拠していたこともまた確実であ

る｡本稿の既出人物と関わりある範囲で言えば､

オーラヴの妻アストリーズの出身家門､チュ-ラ

の出身家門､ソーヤー論文でゴーム家門のライ

ヴァルと指摘されたチュエの所属するラヴン家門

はその代表的な例であるが､とりわけルーン碑文

の証言からはさらに多くの豪族の存在が確認され

る (86)｡

こうした豪族の割拠により王を名乗る者たちが

独占的にデンマーク内で権力を独占することが困

難であったことは想定されてもよい｡とりわけ､

デンマークに基盤を持っていた可能性の低いゴー

ムにとって､彼らとの連携はその支配権力の安定

にとって不可欠であった｡私たちのもとに伝承す

る叙述史料では追跡することの難しいこうした豪

族の分布図と動向を､少なくとも碑文で確認され

る人物と発掘された彼らの居住地の網羅的検討を

試みることで復元することは､その後のデンマー

ク王権の展開過程を考えるに際して不可欠の作業

であることをここで確認しておきたい｡

ゴームの死後､デンマーク王権はハ-ラル育歯

王､スヴェン叉髭王､クヌーズ大王というきわめ

て活動的な人物を連続して玉座に頂くことになる｡

｢北海帝国｣と呼称されるクヌーズ大王による11世

紀初頭の環北海圏支配によって当該王権はその絶

頂期を迎えることとなるが､それは必ずしも一個

人の英雄的資質によるものではない｡キリスト教

政治圏における国家間関係の構造と支配領域内部

における有力者の動向を了解した上で､状況に応

じた政策をもって対応した結果によるところが大

きいと私は考える｡その源泉はクメーズの曾祖父

に当たるゴーム王の時代にあり､その後のデン

マーク史のみならず紀元千年前後から叙任権闘争

期以前の北ヨーロッパ史を考えるに際して一つの

焦点となるのである (87) 感t

Englishsummary

lnthePursuitofGorm'SFootmarks:Corm

theOldinHistoriographyandWrittenSources
MinoruOZAWA

Thisarticleconsistsofthreechaptersof
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discussionsaboutGorm theOld,thefirst

kingoftheJellingdynastyintheearlierhalfof

thelothcentury.Thefirstchapterdealswith

someproblemswhichthehistoriographyof

hisimagehasproducedsincethebeginning

ofthe20thcentury,dependingonB.Sawyer

andP.Sawyer'sarticlepublishedin2003.

Theseconddiscussesfivepointsofhis

reign,(1)successionalproblem from the

"HedebyTl'ge"toGorm,(2)politicalgroup

Cormoriginallybelongedto,(3)hismarriage

withThyra,(4)limitsoftheerritoryhe

reigned,(5)hisburialatJellingbyhisson

HaraldBluetooth.Thelastgivesthreelines

ofnewapproachtodeeperstudyoftheage

ofCorm,i.e.interactionwithOttonianGer一

many,increasinginfluenceofChristianity,

andrelationsofthekingwithlocalelites,

whichallarecharacteristicsofachanglng

DenmarkatthelaststageoftheVikingage.

(1)Ⅰ.Skovgaard-Petersen,"Corm",B.Ceder-

greenred.,Danskbl'ogTalI'skleksl'kon,3.

udg.,16bd.,K8benhavn,1979-84,bd.5,S.
244-45.

(2) この表現は13世紀の歴史叙述家サクソ･グラ

マティクスによる｡谷口幸男訳 『デンマーク人

の事績』(東海大学出版会 1993)第9の書11節､

421頁｡

(3)本稿で利用するルーン碑文銘刻の翻刻と解釈

は､現在のほとんどの研究者がそうであるよう

に､刊本の編者であるヤコブセンとモルトケに

よる註釈とデンマーク語訳を参考 としている｡

L.JacobsenaE.Moltkered.,Danmarks

runel'nskTl'fteT.Text,Kobenhavn,1942(以下

DR).;DR 41,col.78.;kurmRkunukR?

k(ar)bikublI)usia(ft)buruikunusinatan-

markaRbut.(釈)｢王ゴームは､デンマーク

の誉れであるその妻チュ-レを記念してこの碑

を建立した｡｣;DR 42,col.79;haraltr

kunukR bah kaurua kublbausiaft

kurmfa壬)ursinaukaftI)auruimul)ursina

saharaltriassaRuantanmaurkalaauk

nuruiakauktani(karl)i)kristna.(釈)｢王

ハ-ラルは､その父ゴームと母チュ-ラを記念

してこの碑を建てるように命じた｡これなる

ハ-ラルは､全デンマーク､そしてノルウェー

を手中にし､デーン人をキリス ト教徒 となし

た｡｣

(4) カロリング帝国と｢国民国家｣生成期に挟まれ､

外部勢力の侵入期にあたっていたために等閑視

されていた当該時期のヨーロッパを ｢長い10世

紀｣ という枠を与えて論じることの重要性を説

いたのは､T.Reuter,"Introduction:reading

thetenthcentury",Id.ed.,TheNewCam-

bn'dgeMedl'evalHl'stozyIll,C.900-C.1024,

Cambridge,1999,p.ト24.

(5)当該時期の歴史的研究の出発点であるラウ

リッツ ｡ヴェイ ブルのモ ノグラフは､L

Weibull,Kn'tl'Ska Undersb'knl'ngarl'Nor-

denshjston'aomkTl'nga1-1000,Lund,1911,

rep.inId.,NordensHl'stozll.a.Fwsknl'ngar

ochundezISb'knl'ngaz'I.'Fomtl'dochvl'kl'n一

gatl'd,Stockholm,1948,S.245-360,esp.249-

57.;その後の研究 と叙述 として､E.Arup,

Danmaz1{shl'storl'eI:LandogFolktl'11282,

Kobenhavn,1925,S.114-15.;V.LaCour,

"KongCormogDronningTyre",Hl'sloz-1'sk

Tl'dsslm'ft9r.5(1926-27),S.189-252.;T.

Ramskou,NoImanneZ'[1'den600JO60(Dan一
maI1{shl'ston'e2),Kobenhavn,1963,S.226-

34.;A.E.Christensen,Vl'1dngetl'dens

DanmaI1{paa oldhl'ston'Sk baggTund,
Kobenhavn,1977,S.223-41.;I.Skovgaard-

Petersen,"01dtidogvikigetid",Id.etalii

red.,Danma血 hl'slon'e 1:Tiden l'ndtll1

1340,Kobenhavn,1977,S.16ト70.

(6) このイメージは､13世紀初頭にアイスランド

で編纂された 『フアグルスキンナ』の中に描か

れるゴーム像である｡L.Weibull,"Godfreds

ochTyreDanebodsDanevirke",Hl'ston'sk

tl'dskTl'ftfb'rSkaneland4(1913),rep.inld.,

NordensHl'ston'a,S.221.

(7) しかしこの二つの類型の歴史史料もそれぞれ

に問題を抱えており､歴史学における積極的な

ー 10-



利用はまだはじまったばかりである｡近年の一

つの試みとして､J.Jesch,ShlbsandMenl'n

theLateVl'kl'ngAge.'TheVocabulazyof

Runl'C InscTlbtl'ons and Skaldl'c VeIISe,

Woodbridge,2001.

(8) ヴァイキング研究においてスカンデイナヴイ

ア外の史料を利用する際の問題点等に関して､

P.H.Sawyer,TheAgeoftheVl'kl'ngs,2

ed.,London,1971,p.12-47.

(9) 本稿で初期中世スカンデイナヴイア世界をめ

ぐる史料状況とその問題点を取り上げる余裕は

ない｡その一端に触れたものとして､小津実

｢エーリク勝利王と紀元千年直前のバルト海世

界｣『史学雑誌』113-7(2004)､第 1章｡

(10)ハ-ラル青歯王に関する近年の成果として､
Ⅰ.Skovgaard-Petersen,"HaraldBlatand",

Danskbl'ogTall'skleksl'kon,bd.6,S.13-14.;

E.Albrectsen,"HaraldBlatandogDan-

mark",C.Due-Nielsenetaliired.,StI･uktur

ogfunktl'on.Festskz'1'fltl'1Erll'ngLadewlg

PetezISen,Odense,1994,S.17-26.;N.Lund,

HaraldBlatandsdOd,Roskilde,1998.;Id.,

"HaraldBluetooth-asaintverynearlymade

byAdam ofBremen,withdiscussion",∫.
Jesched.,TheScandl'navl'ansfTOm the

VendelPen'odtotheTenthCenluzy.IAn

EthnogTaPhl'cPeTSPeCtl've,Woodbridge,

2002,p.303-20.

81)考古学上の成果に関する調査報告や仮説提示は

数多くあるが､ここでは歴史学と考古学の橋渡し

役として健筆を振るうロエスダールの論考をあげ

るにとどめたい｡E.Roesdahl,"TheDanish

geometricalVikingfortressesandtheir

context",Anglo-NormanStudl'esg(1986),p.

209-26.;Id.,"HaraldBlauzahn-eindanischer

Wikingerk6nigausarchaologischerSicht",I.

Hennighrsg.,Europal'm 10.JahrhundeTt.

ATChb'01ogleel'nez'Aulbz.uchszel't,Mainz,

2002,S.95-108.;なお､N｡ルンは､これらの

円形要塞をハ-ラル青歯王によるデンマーク統

一という文脈の中で理解すべきであると主張す

る｡ N.Lund,"Scandinavia,C.700-1066",R.

Mckittericked.,TheNewCambn'dgeMe-

dl'evalHl'slozyII,C.700-C.900,Cambridge,

1995,p.202-27,esp.216.

(12)本稿で利用する校訂版は､B.Schmeidler
hrsg.,Adam YonBTemen,Hambuzgl'sche

Kl'rchengeschl'chte(MGH SRG),3.Aufl.,

Hannover,1917(以下Adam).;『事績録』を

めぐる研究も枚挙にいとまがない｡近年の研究

傾 向を簡単で はあるが概観 したのは､T.

Reuter,IntrodtlCtiontothe2002edition,F.

J.Tschantr.withanintroduction良notes,

Hl'storyoftheArchbl'shopsofHambLIZg-

PI･emen(RecozldsofWeslem Cl'vl'll'satl'on),

NewYork,2002,Ⅹi-ⅩⅩi.;アダムの記述の信頼

度をめぐる問題点は以前より指摘されていたが､

P.H.Sawyer,"SweinForkbeardandthe

historians",Ⅰ.Wood & G.Loud eds.,

Chuz･chandChronl'clel'ntheMl'ddleAges:

EssayspTeSenledloJohnTaylor,London,

1991,p.27-40.;B.Sawyer良P.H.Sawyer,

Dl'e Wellder Wl'kl'ngeI-(DleDeutschen

unddaseu1-OPb'1'scheMl'ttelaller),Berlin,

2002,S.351-56.;『事績録』の執筆年より五百

年を遡るが､叙述史料が何を語ったかというよ

りも何を語らなかったかに注目した研究の好例

として､佐藤彰一『歴史書を読む 『歴史十書』の

テクスト科学』(山川出版社 2004)､｢第4章

沈黙のテクスト｣112-43頁｡

個ハンブルク=ブレーメン大司教座の成立の経緯
とその目的に関して′､W･Seegr的 "Hamburg-
Bremen",RrliBautieretaliihrsg.,Lexl'kon

desMl'ltelalters,9Bd.,K61n-Mtinchen,1977-

,98,Bd.4,col.1885-89.

84)ハンブルク-ブレーメン大司教座の参事会員
アダムは､北欧内の情報の多くをデIiマーク王

スヴェン｡エストリズセンから入手している｡

スヴェンに関する基礎的文献としては今なお､

E.Arup,"KongSvend2.sBiografi",Scan-

dl'a4(1931),S.55-101,rep.inId.,Udvalgte

AHlandll'ngeroganmeldelsel-II,1919-47,
Kobenhavn,1977,S.297-343.

(15) 19世紀以来の数次にわたるイェリングの発掘

調査を概観しているのは､K.J.Krogh,"The

royalViking-agemonumentsinthelight

-ll-



ofrecentarchaeologicalexcavations:a

preliminaryreport",ActaAzIChaeologlCa

53(1982),p.183-216.;Id"Gaodenom Kong

GozmsGrav.Hl'ston'en om Noz'dhmjenl'

Jelll'ng(Vl'kl'ngekongemesmonulhenterl'

Jelll'ng1),Kobenhavn,1993.

86)E.Roesdahl,"Culturalchange-religious

monumentsinDenmarkc.AD950-1100",

M.Mnller-Willehrsg.,Rom undByzanzl'm
Norden.Ml'ssl'on und Glaubenswechsel

l'm Ostseezlaum Wb'hrenddes8.-14.Jahr

hundeyls,Bd1,Mainz,1997,S.229148.

87)P.H.Sawyer,DaDanmazl{blevDanmaIl{

Ilac.az･700tl'1ca.1050(GyldendalogPoll'-

tl'kensDanma血 hl'ston'e3),Kobenhavn,

1988,S.213-31.;Sawyer良Sawyer,op.C1't.,
S.373-85.

88)B.Sawyer,良P.H.Sawyer,"AGormless
history?TheJellingdynastyrevisited",

Runl'ca-Gezmanl'ca-Medl'aevall'a(RGA-E

37),Berlin-NewYork,2003,S.689-706.文献

史料と考古学資料をP･ソーヤーが､碑文史料

をB･ソーヤーが担当した共著であるが､全編

を通して妻のビルギットの解釈の占める割合が

圧倒的に多いように思われる｡

89)チ ュ- ラについて は､Ⅰ.Skovgaard-Pe-

tersen,"Tyre",Danskbl'ogTatjskleksl'kon,

bd.15,S.114-15.

620)こうした研究は枚挙にいとまがないが包括的
な研究として､P.Stafford,Queens,Concu-

bl'nesandDowagers,theKl'ng'sWl'fel'nthe

Eaf'IyMl'ddleAges,Athens,Ga.,1983.,･近年

のモノグラフとして､Id.,QueenEmma&

Queen Edl'lh:Queenshlb and Women's

Powez.1'nEleventh-CentuzyEngland,0Ⅹ-

ford,1997.;0.Engels,"Theophanu-die

westlicheKaiserinausdenOsten",Id.良P.

Schreinerhrsg.,Dl'eBegegnungdesWes-

lensml'tdem Osten.'KongI-eBaktendes4.

Symposl'onsdesMedlb'vl'slenverbandesl'n

Kb'1n1991BusAnlaBdes1000.Todesjahz･es

desKal'sen'nTheophanu,Sigmarlngen,1993,
S.13-36.

(21)B･ソーヤーをはじめとして､ヴァイキング
時代の女性の公的世界における役割を論じた研

究 も増加 しつつある｡例 えば､B.Sawyer,

Ẁomenasbridge-builders:theroleof

women in Viking-Age Scandinavia",Ⅰ.

Wood&N.Lundeds.,PeopleandPlaces

l'nNorthem Europe500-1600:Essaysl'n

honourofPeterHaresSawyer,Wood-

bridge,1991,p.211-24.

鋤DR41,col.78.
位3)こうした解釈は､890年頃アルフレッド王の宮廷
においてラテン語から古英語へ翻訳されたオロ

シウスによる 『異教徒に反駁する七書』に添付

された､北欧地理に関する記述の分析に基づい

ている｡刊本は､N.Lunded.,TwoVoyagers

attheCouz'lofKl'ngAlfTed/TheVentures

ofOhthez.eandWulfstanlogethez.wl'ththe

Descnbtl'onofNollhem Euz'opeTTOm the

OldEngll'shOI-OSl'us,York,1984,p.16-25.;

新解釈を代表する文献として､N.Lund,̀=Den-

mark',̀tanmarkarbut'and̀tanmaurkala"',Ⅰ.

Wood&N.Lundeds.,op.clt.,p.161-69.;

C.Mdller-Boysen,"《on tha∋tbfeCbord

Denamearc》:PolitischeGeographievon

BordeinesWikingerschiffesausbetra-

chtet",W.Paravicinihrsg.,Maz'eBaltl'cum:

Bel'tTb'gezuz'Geschl'chtedesOstseeraum
l'nMl'ttelaltez･undNeuzel't.Festschn'ftzum

65.Gebullstag Won En'Ch HoITmann,

Sigmaringen,1992,S.2ト37.

伽 オロシウス古英語訳の理解にしたがって､ユ

ラン半島側を南デンマーク､島峡部を北デン

マークとする研究者も多いが､本稿では西部及

び東部という呼称を用いる｡ #/

鍋夫妻と緊密な知的交流を持つ研究者の手にな
る以下の文献でも､同様の道筋を想定している｡

Lund,Scandinavia,p.217,

(26)Sawyer良Sawyer,op.cl't,,P.700-01.

(2竹 DR 26,col.50-53.;rhafnukatufihiau

runaRbasiaftburuitrutniksina.(釈)｢ラヴ

ンの子孫チュエは､その妃チュ-ラを記念してこの

ルーンを刻んだ｡｣;DR29,col.54-55.;rafnuka

tufiaukfutinaukknubliかairbriRkaI)u

- 12-



buruiaRhauk.(釈)｢ラヴンの子孫チュエ､フユ

ンゼンそしてグこュプレは､チュ-ラの塚を作っ

た｡｣;DR34,col.59.,.‥fnukatufikabihaukbxx…

(釈)｢(ラヴンの)子孫チュエは､(チュ-ラの)

塚を作った｡｣

(28) Sawyer&Sawyer,op.cl't.,P.697-99.

(29)B･ソーヤーの議論は､B.Sawyer,PTOPeZly

andInhen'lancel'n Vl'1dng Scandl'navl'a:

TheRunl'cEvl'dence,Alingsas,1988.;Id.,

TheVl'kl'ngAgeRune-Stones:Custom and

Commemwatl'onl'nEaIlyMedl'evalScan-

dl'navl'a,oxford,2000,p.47-70.;対象時期は

異なるが碑文そのものの社会的役割を考える際

に示唆的な研究として､羽賀祥二 『史蹟論 19

世紀日本における地域社会と歴史意識』(名古屋

大学出版会 1998)および､橋本資久 ｢紀元前

4世紀アテナイにおける対市民顕彰｣『西洋古典

学研究』47(2000)､23-31頁｡

(30)Sawyer&Sawyer,op.cl't.,P.699.
(31) ｢へゼビュー国家｣をめぐる各説の整理と検討
は､杉原航 『ボルトウス ･レグこ､あるいは中

世初期デンマークの都市と社会』(1996年度名古

屋大学大学院文学研究科修士論文)第3章に詳

しい｡なお出発点として参照されるべきは､L

Jacobsen,Svenskel′藷1detsFald:Sludl'eI･tl'1

Danmal*sOldhl'ston'el'Ii'101ogl'skogru-

nologl'skLys,Kobenhavn,1929.

(32)Adam,ト48,S.48.;Audiviautemexore

veracissimiregisDanorumSuein,cumnobis

stipulantibusnumeraretatavossuos: P̀ost

cladem',inquit, Ǹortmannicam HeiligO-

nemregnassecomperi,virumpopulisam-

abilem propteriusticiam etsanctitatem

suam.SuccessitilliOlaph,quiveniensa

SueoniaregnumoptinuitDanicumvietar-

mis,habuitquefiliosmultos,exquibus

ChnobetCurdregnumoptinueruntpost

obitumpatris'.(釈)｢正直この上ないデーン人

の王スヴェンが､我々の求めに応じてその父祖

を数え上げている時に､私は彼の口から以下の

ことを聞いた｡『ノルマン人の転落後は､その公

正さと清らかさのために民から愛されていたへ

ルギが支配していたと伝え聞いている｡彼の跡

を継いだのはオーラヴであるが､彼はSueonia

からやってきて武力でデーン人の王国を手に入

れた｡彼は多くの子をもうけたが､その中のグ

ヌーパとグルズがその父の死後王国を手に入れ

た｡』｣;当時統一されたスウェーデンという国

はなく､スヴェア人やヨーク人と呼ばれる集団

の政治的なまとまりが割拠していたと考えられ

るが､その詳細を再構成することは困難である｡

D.Harrison,Svengeshl'ston'a:Medeltl'den,

2002,Stockholm,S.55-58.

(33) DR 2,col.10-14.;asfribrkarbikumbl

paunaftsiktrikusun(S)inauiknub.(釈)

｢アストリーズは､彼女とグヌーパの息子である

シグトリュグを記念してこの記念碑をつ くっ

た｡｣;DR4,col.14-16.;asfritIrkarl)ikubl

bausitutiRui)inkaursaftsiktriukkunuk

sunsinaukknubukurmRraistrun(aR).

(釈)｢オデインカルの娘アストリーズは､彼女

とグヌーパの息子である王シグトリュグを記念

してこの記念碑をつくった､ゴームがルーンを

刻んだ｡｣

(34)たとえば､Ramskou,op.cl't.,S.222-25.

(35)N.Lund,"Svenskev記IdetiHedeby",
()
Arbmger for noz'dl'Sk Oldkvndl'ghed og

Hl'ston'e1980(1982),S.114-25.

(36)E.Moltke,"DetsvenskeHedebyrigeog

Danmarkssamling",ATbmgerfoz･no1-dl'Sk

Oldkyndl'ghedogHl'ston'e1985(1986),S.
16-28.

(3n H.-E.Lohmann良 P.Hirschhrsg.,Dl'e

Sachsengeschl'chtedesWl'dLIkl'ndvonKor-

vel'(MGH SGR),Hannover,1935,I-40,S.

57.;Cumautemomnesincircuitunationes

subiecisset,Danos,quinavalilqatrocinio

Fresonesincersabant,cum exercituadiit

vicitque,ettributariesfaciens,regemeo-

rumnomineChnubambaptismumperci-

perefecit,(釈)｢さて､彼(ハインリヒ一世)は周

囲の全ての民を服属させた後､フリーセン人を

海賊行為によって襲撃していたデーン人のもと

へ進軍して打ち負かし､グヌーパなる彼らの王

に洗礼を受けさせ､彼らを責納民とした｡｣洞

様の情報はリウトブランド･フォン･クレモナ
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によっても伝えられている｡J.Beckerhrsgり

Antapodosis,Dl'eWez*eLl'udpzlandsvon

Cremona(MGHSGR),Hannover,1915,S.

⊥158.;ⅠⅠⅠ-21,S.82&ⅠⅠト48,S.100.;アダムは

ハインリヒ一世に敗北したデーン人の王をゴー

ムとしているが､オットー朝の事情に通じ､事

件と近接した時代に執筆されたヴイドキントの

情報がより正確であると考えられる｡Adam,ト

57,S.56-57.

(38)DR4,col.14-15.

(39)Adam,Ⅰ-59,S.57-58.;Postquamverocon-

fessorDeipervenitadDanos,ubitunc

crudelissimumWormdiximusregnasse,iト

lumquidemproingenitanecterenequivit

saevitia;filiumautemregisHaroldumsua

diciturpredicationelucratus.Quemitafi-

delemChristoperfecit,utchristianitatem,

quampatereiussemperodiohabuit,ipse

haberipublicepermitteret,quamvisnondum

baptismisacramentumpercepit.Ordihatis

itaqueinregnoDanorumpersingulasec-
ClesiassacerdotibussanctusDeimultitudト

nem credentium commendasse fertur

Haroldo.Cuiusetiamfultusadiutorioetle一

gatoomnesDanorum insulaspenetravit,

euangelizansverbumDeigentilibusetfi-

deles,quosinvenitilluccaptivatos,in

Christoconfortans.(釈)｢前述 したように､

粗野この上ないゴームの支配していたデーン人

のもとに､神の証聖者 (ウンニ)は辿 り着いた

が､そのゴームの野蛮さがはなはだしいために

従えることができなかった｡しかし王の息子

ハ-ラルはウンこの説教を受け入れたと言われ

ている｡そして､ハ-ラルは､自身が受洗の秘

蹟を経験したわけではなかったが､その父が最

後まで嫌悪していたキリスト教を自らが受け入

れたと公言することによって､キリストに対す

る信仰を完成させた｡このようにしてデーン人

の王国では各教会に司祭が叙階され､この神の

聖人 (ウンニ)はハ-ラルに多くの信徒を与え

ることになったと言われている｡ハ-ラルによ

る助力とその代理人の随伴のおかげもあって､

ウンニはデーン人の島をあまねく経巡り､異邦

人に神の言葉を伝え､捕虜として当地で発見さ

れた信徒をキリストへと対面させた｡｣;ただし

この箇所の全てを事実として受け取ることはで

きない｡というのも､ゴームの息子ハ-ラルつ

まりハ-ラル育歯王が彼の滞在時にキリスト教

へ改宗したことになっているからである｡ハ-

ラルが改宗したのは､ウンこの死後20年以上も

経過した960年以降のことである｡

㈹ Adam,I-55,S.56.;ApudDanoseotempore

HardecnudthVurmregnavit,crudelissimus,

inquam,Vermisetchristianorum populis
nonmediocriterinfestus.Ⅰllechristianita-

tem,quaminDaniafuit,prorsusdeleremo-

1itussacerdotesDeiafinibussuisdepulit,

plurimosquoqueillepertormentanecavit.

(釈)｢その当時デーン人の間では､ハ-デクヌー

ズ-ゴームが統治していたが､彼は残忍この上

なく､地虫のようであり､キリスト教徒を容赦

なく脅かしていた｡この者はデンマークにすで

にあったキリスト教を再度消し去ろうとして､

神の司祭をその支配領域から追放し､なかには

拷問で殺害された者もいた｡｣

射) ウンこの生涯に関しては､S.Weinfurter良0.

Engelshrsg.,Sen'esepISCOPOrumeCClesl'ae

calholl'caeoccl'dentall'sabl'nl'tl'ousque1198,

V-II:ATChl'epISCOPatuSHammabLIIgenSl's

slveBI-emenSl'S,Stuttgart,1984,S.21.

畦2)Adam,I-52,S.52-53.;Aliquaverorecita-
VitnobisclarissimusrexDanorum ita

rogantibus:̀PostOlaph',inquit,̀Sueonum

prlnClpem,qulregnaVitinDaniacumfiliis

suis,poniturノinlocumeiusSigerich.Cum-

queparvotemporeregnasset,eumHarde-

gon,filiusSuein,veniensaNQJtmannia

prlVaVitregno'.Tantiautemreges,immo

tyranniDanorum,utrumsimulaliquireg-

naverint,analterpostalterumbrevitem-

porevixerit,incertumest.(釈)｢聡 明な る

デーン人の王(スヴェン･エストリズセン)は､私

のためにいくつかの話を語ってくれたが､それ

は以下のようなものである｡彼が言うには､『息

子たちとともにデンマークを支配していたス

ウェーデンの君主オーラヴののち､シグドノユ
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グがその地位を継承した｡彼がわずかの間支配

したのち､ノルマン人の国からやってきたス

ヴェンの息子ハルデゴンが彼から王国を奪っ

た｡』しかし､一連の多くの王たち､つまりデー

ン人に対する専制君主たちが､幾人かが同時に

統治をしていたのか､それともある者から次の

者へと短期間で交代していたのか､はっきりと

しない｡｣

㈹ Sawyer良Sawyer,Dl'eWeltdeTWl'kl'n-

ger,S.35ト56.I

幽 このような立場をとるならば､ウンこがゴー
ムの宮廷に立ち寄った時期も､必ずしも934年以

降とする必要はない｡918年から936年の間に､

この大司教がドイツとの境に身を置くオーラヴ

家門を飛び越えてユラン半島のさらに奥まで入

り込んでいたとしても良いはずである｡

㈹ Adam,ト52,S.53.

㈹ 例えば､W.Trillmich良R.Buchnerhrsg.,
Quellendes9.undll.Jahrhunderlszur
Geschl'chle deT hamburgl'schen K1'I･Che

und desRel'ches(Ausgewb'hlteQLLellen
zurdeulschenGeschl'chledesMl'ltelalleJIS

XI),Darmstadt,1961,I-52,n.255,S.224-225.

齢 10世紀前半のノルウェー政治史に関してはさ

しあたり､C.Krag,NoTgeShl'slorl'erTam tl'1

1319,Oslo,2000,S.44-55.;アングロサクソン

世界とノルウェー王権との連関に注目した近年の

研究として､G.Williams,"HakonA∂alslel'ns

I6sln':aspectsofAnglo-Saxonkingshipln

tenth-centuryNorway",T.R.Liszka良L

E.M.Walkereds.,TheNorthSeaWoIldl'n

theMl'ddleAges:Sludl'esl'ntheCultural

Hl'slozyofNorth-Weslem EuI-OPe,Dub-

lin,2001,p.108-26.

㈹ ノルマンディ公領成立期の政治状況に関して

は､D.Bates,NoImandybefoI-e1066,Lon-

don,1982,p.2-15.;D.C.Douglas,"Rolloof

Normandy",TheEngll'sh Hl'StozjcalRe-
vl'ew57(1942),p.417-36.ここでダグラスは､

ロロの出自をノルウェーの有力豪族メ-レの

ヤール家門と推定している｡

㈹ S.Hvaas,"Jelling-SchoninderWikin一

gerzeiteinetausendjahrigeSiedlung",A.

Weesehrsg.,Sludl'enzuz'AI-Chb'ologl'edes
Oslseeraums. Von der El'senzel'tzLZm

Ml'llelalter,Festschn'ftfti'rMl'chaelMdller-

Wl'11e,Neumtinster,1998,S.16ト76.

60)I.Callmer,"Machtzentrendes10.Jahr-

huderts und der Zeitum 1000 in

Stldskandinavien",J.Hennlghrsg.,op.

Cれ S.65-79.

61)王権もしくは有力豪族の一つの拠点として注目

されるのは､ロスキレ南西部に位置するライアで

ある｡T.Christensen,"Lejrebeyondlegend-

thearchaeologlCalevidence",JoLtmalof

Danl'shArchaeology10(1991),p.163-85.

位》商業拠点としてのへゼビューの盛衰に関しては､
H.Jankuhn,Hal'lhabLZ:ElkHandelsplatzdeT

Wl'kl'ngeTZel't,8Aufl.,Neumtinster,1986.;i

の生成から没落に到るまでの王権との関わりを

論じようとしたのは､杉原､同書｡

63) 時代はやや遡るが､異郷におけるデンマーク

王族とフランク王国との関係を論じた興味深い

研究 として､S.Coupland,"Frompoachers

togamekeepers:Scandinavianwarlords

andCarolinglankings",Eaz.1yMedl'eval

EuTOPe7(1998),p.85-114.

餌 チュ-ラをイングランド出身と伝えるサクソの

情報を受け入れることは難しい｡ただし､ソー

ヤー夫妻は､この情報をもってチュ-ラがゴーム

支配領域の外部出身であることの傍証としている｡

Sawyer良Sawyer,AGormlesshistory?,p｡
696J97.

65) この点に関しては､本稿 ｢結論にかえて｣の

(3)を参照｡

66)ハ-ラル青歯王がオボドリート族首長の娘､

スヴェン叉髭王がポーランド公の娘聯クヌーズ

大王がイングランド在地有力者の娘およびノル

マンディ公の娘を妻に迎えているという事実も､

この時代のデンマーク王権の統治政策を考える

にあたって想起されるべきである｡

67)Widukind,ト40,S.57.
靭 同時代のイングランドや大陸側史料に記録さ

れる､時として不確かなスカンデイナヴイア世

界の情報は､おそらくこのようなネットワーク

を通じて編年誌家や歴史叙述家のもとに届いた
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と考えられる｡この時代のスカンデイナヴイア

世界 と周辺地域の商業ネットワークを考えるに

あたって､P.Johanek,"Marchants,markets

andtowns",Reutered.,op.cl't.,P.64-94.;

H.Steuer,"DerHandelderWikingerzeit

zwischenNordundWesteuropaaufgrund

archaologischerZeigniss",K.D也weletalii

hrsg.,Unlezmchungen zu Handelund

Vez☆ehrdel-VOr-undlTtihgeschl'chtll'chen

Zel'tIV..DellHandeldez-Karoll'nger-und

Wl'kl'ngerzelt,G6ttingen,1987,S.113-97.

6g) スカンデイナヴイア人の襲撃先は､必ずしも

スカンデイナヴイア世界の外だけではない｡

Jesch,op.cl't.,P.107118.

(60) バルト海周辺地域の都市形成を長期的視野か

ら概観したものとして､J.Callmer,"Urbanト

zationinScandinaviaandtheBalticreglOn

c.AD700-1100:Tradingplaces,centres

andearlyurbansites",B.Ambrosiani良H.

Clarkeeds.,DevelopmentsaroundtheBa1-

tl'candtheNorthSeal'nthe Vl'klngAge,

Stockholm,1994,p.50-90,esp.69-71.;スラ

ヴ世界 とスカンデイナヴイア世界の交易を含め

た交流に関心を払った研究の一例 として､市原

宏一 ｢外来と土着 考古学資料を基にしたバル

ト南岸地域史研究の課題｣藤井美男 ･田北虞道

編著 『ヨーロッパ中世世界の動態像 史料と理

論の対話:森本芳樹先生古稀記念論集』(九州大

学出版会 2004)､313-45頁｡

(61)Adam,IV｣,S.228.;Porrocum omnis

tractusGermaniae profundishorreat

saltibus,solaestludland ceterishor-

ridior,quaeinterrafugiturpropterino-

plamfructuum,inmarlveropropterinfes-

tationempyratarum.Vixinveniturcultain

aliquibuslocis,vixhumanaehabi-tacioni

oportuna.Sicubiverobrachiama-Tisoc-

currunt,ibicivitateshabetmaximas.

(6分 Adam,ⅠⅤ-4,S.232.;Civitasibimagma

Odansue,insulaeinglrOparVulae,omnes

frugibusplenae.

(63)Adam,ⅠⅤ-5,S.233.;Haectamfortitudine

virorumquamopulentiafrugumceleber-

rimalongitudinemhabetbidui,cumlatト

tudoferesitaequalis.

(34)Adam,ⅠⅤ-7,S.234-35.;Sconiaestpul-

cherrimavisuDaniaeprovintia,undeet

dicitur,armataviris,opulentafrugibusdト

vesquemercibus,etnuncplenaecclesiis.

(65) ヴァイキング時代におけるデンマークの農業

状況について知る手がかりは少ないが､次の概

論でもデンマーク東西の差異を指摘 している｡

E.Orrman,"Ruralconditions",K.Helle

ed.,TheCambn'dgeHl'storyofScandl'na-

vl'aI:PTehl'stozyl01520,Cambridge,2003,

p.254-55.

(66) ハ-ラルのキリスト教への改宗について一般

的知識は､Sawyer良Sawyer,op.cl't.,S.177-

79.;なお､この時期におけるスカンデイナヴイ

ア世界のキ リス ト教化 については､Lvon

Padberg,Dl'e Chrl'stl'anl'sl'erung Europas

l'mMl'ttelalteT,Stuttgart,1998,S.108-37.

(67)Sawyer&Sawyer,op.cl't.,S.174.

(68) L Weilandhrsg.,Constl'tutllonesetacta

publl'cal'mperatozlum etI.egum(911J197)

(MGH Constftutl'onesI),Hannover,1893,

No6,S.13-14.;Innominesanctaeetindi-

viduaeTrinitatis.Annoabincarnatione

DominiDCCCCXLVIII,indictioneVI,ⅤⅠⅠ.

Iduslunii,annoserenissimiregisOttonis

XIII,ipsoquoquecum illustrissimorege

Luduicoinpresentiamanente,sanctaac

generalissinodusapudEngilenheim in

aecclesiasanctiRemlgllCOnfessorisChristi,

inoagoNahgouuidictocollectaest,presi-

dentevidelicetdomniAgapitipapeapocrト

sarl0, -10pdago Ripensis eGClesiae

eplSCOpO,OredoSliewiccensisecclesiae

eplSCOpO,ReginbrandoArhuswensiseccle-

siaeeplSCOpO,CumCetuabbatum,canoni-

corum,necnonetmonachorum.(釈)｢神聖

にして不可分なる三位一体の名において｡主の

受肉より948年､インディクティオー 6年､6月

7日､聡明なるオットー王治世の13年､ナ-エガ

ウと呼ばれる管区のインゲルハイムにある､神

の証聖者である聖レミギウスの教会に､教皇ア
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ガピトウスを司宰者として神聖にして普遍的な

教会会議が召集された｡-リーベ司教リオプダ

グス､スレスヴイ司教オレドゥス､オーフス司教

レギンブランドウスが､修道院長､参事会員､修

道士たちとともに同席｡｣;インゲルハイム教会

会議について､H.Fuhrmann,"Die"Heilige

undGeneralsynode"des948",J.Authen-

rithhrsg.,Ingelhel'm am Rhel'n,Stuttgart,

1964,S.159-64.

位9) N･ルンは､この三人の任命は北方政策を進

めるオットー 1世によるデンマーク王 (つまり

ゴーム)への警告であるとする｡Lund,Scan-

dinavia,p.217.;ただし､『事績録』第 1書55

節 (Adam,I-55,S.55)では､ウンこ存命時に

ゴームによってすでにデンマークにいた聖職者

が追放されたという情報を伝えている｡これが

正しいとするならば936年以前にすでにデン

マークには聖職者が送り込まれていたことにな

る｡しかしながら､すでに可能性を示唆したよ

うに､ゴームとグヌーパが並立していた場合､

『事績録』の記述はきわめて興味深いものとなる｡

というのも､前述したようにヴイドキントに

よってグヌーパは洗礼を受け入れたと伝えられ

ており(Widukind,I-40,S.57)､そうだとする

ならばインゲルハイム教会会議決議録にある三

司教座のうち彼の支配領域内にあるスレスヴイ

に聖職者が置かれていたとしても不思議ではな

いからである｡その後ゴームがユラン半島南端

部までその勢力をのばしたがために聖職者が追

放されたとするならば､ヴイドキントとアダム

双方の史料間の離齢はなくなる｡

打0)H･クラーク&B｡アンプロシア-こ (熊野

聴監修 ｡角谷英則訳)『ヴァイキングと都市』

(東海大学出版会 2001)､6ト77真｡

仔1)T.Sickelhrsg.,Dl'eUz*undenKonradI.,
Hel'nn'chI.undOttoI.(MGHDlblomata),
Hannover,1879-84,No294,S.411.;Ⅰdcirco

nos,interuentudilectiarchieplSCOplnOS-

triAdaldagl,aCproStatuetincolumitate

imperilnostri,qulCquidproprietatisin

marcavelregnoDanorumadecclesiasin

honorem Deiconstructas,videlicetSlie-

suulgenSem,Ripensem,Arusensem,vel

adhucpertinerevidetur,velfuturum ac-

quiratur,abomnicensuvelservitionostri

iurisabsoluimus,uteteplSCOplSpreSCrlp-

tarum ecclesiarum,absqueullacomitis

velalicuiusfiscinostriexactorisinfestati-

oneseruiantetsuccumbant,volumuset

firmiteriubemus.(釈)｢それゆえ､敬愛すべ

き余の大司教アダルダークの仲介により､余の

帝国の安定と安寧のために､デーン人の辺境も

しくは王国において神を称揚するために建設さ

れた教会つまりスレスヴィ､リーベ､オーフス

にこれまで属していた､もしくは将来獲得され

る所有地はどのようなものであれ､余が法のあ

らゆる査定もしくは従属から解放し､伯もしく

は余が国庫の収税官の侵害なく上記教会の司教

たちに従属すべきであることを､希望するとと

もにかたく命じる｡｣

仔2)T.SickelhrsgリDl'eUIl{undenOttodesIil.

(MGHDlblomata),Hannover,1893,No41,S.

440-41.;Omniumfideliumnostrorum,tan

presentium,quam futurorum plaedevO-

tionlpateat,quOmOdomosobpetitionem

etinterventumdilectinostriAdaldagi,Bre一

mensisecclesiaevidelicetvenerabilisar-

chieplSCOpl,aCproStatuetincolumitate

regninostri,qulCquidproprietatislnregno
Danorum adecclesiasinhonorem Dei

constructas,videlicetSliesuuicensem,Rip-

ensem,Arusensem,OthenesuulgenSem uel

adhicpertinerevidetur,uelinfuturumad

quiratur,abomnicensuuelseruitionostri

iurisabsoluimus(釈)｢ブレーメン教会の大

司教である余の敬愛するアダルダークの懇請と

仲介､そして余が王国の保全および安寧のため

に､デーン人の王国において神を称揚するため

に建設された教会すなわちスレスヴィ､リーベ､

オーフス､オーデンセに現在属していると考え

られるもしくは将来獲得される所有地であれば

何であれ､余が法のあらゆる査定もしくは従属

から解放する｡｣;オーデンセ司教座については､

T.Nyberg,Dl'e Kl'rchel'nSl{andl'navl'en:

Ml'tleleuropb'1'scherundengll'scherEl'n伽 B

l'm ll.und12.Jahrhundezl,Sigmaringen,
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1986,S.114.

昭)こうした治世中心地の移動は､ハ-ラルによ
るデンマークの統一と密接に関係すると考えら

れる｡Lund,Scandinavia,p.216.;現在コペ
ンハーゲン大学歴史研究所に所属するルン教授

は､なぜロスキレが王国治世の首邑として選ば

れたのかという筆者の問いに対し､史料による

裏付けができるわけではないがハ-ラル治世後

半期のデンマーク王国全体のほぼ中心に位置す

ることが一つの理由ではないかとの示唆をかつ

て与えてくれた｡

㈹ Sawyer良Sawyer,AGormlesshistory?,

p.691.

05)Krogh,The royalViking-age monu-
ments,p.202.

仔6)現在の石造教会は後世の築造であり､当初は木造
教会が建てられていたと考えられる｡なお､戦前に

イェリングの発掘調査の任を担ったE･デュッグ

ヴェは､イェリング教会が在来宗教の祭祀地セある

との説を展開したが､その後0･オルセンによって

斥けられている｡E.Dyggve,"Gorm'stemple
andHarald'sstave-churchatJelling",Acta
Archaeologl'ca25(1954),p.22139.;0.01sen,

Hmzg,hovogkl'rke:Hl'slorlskeogarka3010-
gl'skeVl'kl'ngetl'dsstudl'er,Kobenhavn,1966,
S.236-75.

仔7)ただしこの小碑文が本来どこに設置されていた
のかはわからない｡Krogh,op.cl't.,P.108.
開)こうした問題の検討を含めて､ハ-ラルによ
る ｢改雷｣の持つ社会的意味の検討は別の場を

設ける必要がある｡

仔9) オットー朝に関する一般的知識は､H.Beu-

mann,Dl'eOtlonen,5.Aufl.,Stuttgart,2000.

(80) DR55,col.93-95.;tufalEtkauruakubl

mistiuistutiRuftmuI)ursinaharatshins

kuI)akurmskunasunaR.(釈)｢ミスティヴオ

イの娘トーヴェは､ゴームの息子善者ハ-ラル

の妻であり､その母を記念してこの碑をつくら

せた｡｣

(81)小津 ｢エーリク勝利王｣､第3章参照｡
(82) ドイツとデンマークの関係は､E.Hoffmann,

"BeitragezurGeschichtederBeziehungen
zwischen den deutschen und den

danischenReichftirdieZeitvon934his

1035",C.Radtke良W.K6rberhrsg.,850
JahreSt-PetTl'Dom zuSchleswlg,1134-

1984,Schleswig,1984,S.971132.;ドイツとス

ラヴ世界との関係は､C.Ltibke,Dasb'stll'che

Europe(Dl'eDeutschenanddaseuTOPb'1'sche

Ml'ttelallef),Berlin,2004.

(83) このような視点からの研究はこれからの課題で

あるが､出発点として､G.Glaeske,DieE17bl'schb'fe

von Hambuzg-BI-emen alsRel'chsftiIISlen

(QuellenundDazTStellungenzurGeschl'chle

Nl'edersachsens60),Hildesheim,1962.;W.

Seegrtin,DasPapsttum undSl{andl'navl'en

bl'szurVollendungdeI'nOrdl'schenKl'zIChe-

nozganl'zatl'on(1164)(QuellenundFwschun一

gen zurGeschl'chteSchleswl'g-Holstel'ns

51),Neumtlnster,1967.

(84) C.Krag,"Kirkensforkynnelseitidlig

middelalderognordmenneneskristendom",

H.IE.Lid6nred.,Molelmellomhedendom

ogkn'stendoml'NoIge,Oslo,1995,S.28-50.

(85)C.Feveile,"VonDanenbisDanemark

von400bis1000n.Chr.",∫.D6ringetalii
hrsg.,Fn'esen,SachsenundDb'nen.Ku1-

turenande)･Nordsee,400bl's1000n.ChT.,
Franeker,1996,S.46-63.

(86)例えば､オーデンセ近郊に立つ､三面にルー

ンを刻まれたグラーヴェンドルップ碑文を見

よ｡DR 209,col.248-53.;(SideA)rakn-

hiltrsatistainⅠ)ansiauftalasauluakuba

uial(i)bshaibuiarbanbiakn.(釈)｢ラグンヒ

ルドは､ヴイアの者たちの首領 (go∂i)であり､

従者たちの高貴なるセインであるアツレを記念

してこの石を建てた｡｣;(SideB)感alasuniR

karbukublbausiaftfat)ursinaukbans

kunaauftuarsininsutiraistrunaRI)asi

afttrutinsinI)uruikibasirunaR.(釈)｢アツ

レの息子たちはその父を記念して､彼の妻はそ

の夫を記念してこの記念碑をつくった｡ソーテ

は自らの主君 (dr6ttinn)を記念してこのルー

ンを刻んだ｡トールがこのルーンに聖なる力を

与えんことを｡｣;(SideC)atritasauart)i

isstainpansiailtiibaaftanantraki.(釈)
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｢他の者を記念するためにこの石を傷つけもし

くは動かす者は､法外者とされんことを｡｣

(87) 本稿は2003年度歴史学研究会3月例会にて口

頭発表された内容の一部をもとにしている｡討

論の場で適切な質疑と有益な助言を与えてくれ

た加藤玄 (東京大学)､菊地垂仁 (東京大学)､

北村直昭 (日本学術振興会)､成川岳大 (東戻大

学)､村上司樹 (東京都立大学)､そして本稿が

世に出る前にいくつかの誤りを指摘してくれた

査読者と成川岳大にこの場をかりて感謝の意を

表したい｡ただし本稿内容に関する責務は全て

執筆者に帰される｡なお本稿は､平成16年度ス

カンジナビアーニッポン ササカワ財団研究助

成による成果の一部である｡
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